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１．研究計画の概要 

こどもの遊び，学生実験，料理，様々な職場
における技能のような技や体験，生活を支援
するための教示メディアを構築し，その有効
性を検証することを本研究の目的とする．以
下の項目に関する研究を進めると同時に，
種々の利用者実験によって問題点を洗い出
し，より具体的な目的を絞ったシステムへの
展開を図る． 

(1) マイクロインタラクションの調査とイン
タラクションモデルの設計: 人間どうしのイ
ンタラクションの解析やそれを模倣するイ
ンタラクションモデルの構築，インタフェー
スロボットや CG エージェントによる支援動
作設計を行う． 

 

(2) マイクロインタラクションのためのセン
シング技術: 外部情報と生理的情報とのセン
シングを用い，被支援者の能動的なアクショ
ンやその意図，また，支援システムや環境か
らの働きかけに応えるリアクションを認識
するための手法を研究する． 

 

(3) 教示コンテンツ蓄積: 仮想アシスタント
の機能として研究してきたコンテンツ取得
支援機能をマイクロインタラクション等を
用いて強化し，種々の教示コンテンツの取得
を行う． 

 

(4) 教示・支援システムの実装と検証 : 教
示・支援システムを実際の課題に対して構築
し，その有効性を検証する．具体的には，学
生の理科実験，キッチンにおける料理などの

知識や技を対象とし，本研究の枠組みが適用
可能であることを確かめる． 

 

２．研究の進捗状況 

上記各々の項目について以下のように研究
を進め，良い進歩が得られた． 

 

(1) 非言語情報，言語情報の両面から，支援
システムと支援を受ける人間の間のインタ
ラクションをモデル化した IRM(Interacrion 

Reproducing Model)を提案した．被支援者の
内部状態を直接認識せずに，それに適したパ
ターンを選ぶことができ，先生役の人間が教
える場合の代替として良い結果が得られる
ことを種々の実験により確認した． 

 

(2) 生体信号としての筋電位計測の新しい手
法を提案した．これまで問題となっていた装
着の煩わしさや信号認識の信頼性の問題を
解決するために，多電極を用いた簡易装着型
の計測方法及び筋電ユーザインタフェース
の設計論(EMGUI)を提案した．さらに，筋電
と視覚センサの統合により，周囲の状況に基
づいてインタフェース動作を適応させる手
法を提案した． 

 

(3) コンテンツ取得のための仮想アシスタン
トの設計，及び，スマートキッチンにおける
調理支援コンテンツの取得を行い，ユーザの
言動が良い知識や支援情報として利用でき
ることを確認した． 

 

(4) スマートキッチン及びスマートミーティ
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ングルームとしてプロトタイプシステム構
築を行い，(1)，(3)の実験環境とした．さらに，
キッチンは「環境記憶」のモデルとした．ミ
ーティングルームに関しては，説明や打ち合
わせ等における参加者の言動の意図推定が
行えることを確認した． 

 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している． 

 

(理由) 

インタラクションモデルの研究は順調に進
行し，現在，InteractionReproducing Model

と 相 補 的 な 役 割 を は た す Interaction 

Carving Model を実装し，検証している段階
である．これにより，ユーザの性質が多様な
場合や突然変化した場合へのより適切な対
応が可能になる．また，筋電位計測の技術は
当初の予定よりも順調に進み，種々の新しい
知見が蓄積されてきた．EMGUI はウェアラ
ブルな筋電インタフェースに必要となるイ
ンタラクション設計と精度を確認するため
に重要な役割を果たす技術であり，これによ
り，筋電位をシステマティックに利用できる
見通しが立った(電子情報通信学会の研究賞
を受賞)．加えて，全身の計測や様々な生理的
状態(疲労や戸惑い)の計測，画像・音声認識 

との統合など，種々の可能性を確認すること
ができた．さらに支援環境としてのキッチン
やミーティングルームの実装も順調に進ん
でおり，被支援者の言動の認識(国際会議での
Best Paper Award 受賞)やその蓄積がさらに
支援のためのコンテンツとなる「環境」とし
て，種々の技術の拡充を進めている段階であ
る． 

 

４．今後の研究の推進方策 
引き続き，(1)新しいインタラクションモデ
ルの検証，(2)人間の外部表出と生理的状態
の計測，(3)コンテンツ取得，(4)環境設計に
関して，以下のように進めていく予定である． 
 
① インタラクションモデルの実証(4 におけ
る 1 の検証): これまでも部分的に進めてき
たが，新しいインタラクションモデルを我々
の構築した環境で用いることにより，有効性
の検証及び将来的な課題を洗い出す． 
 
②環境記憶(1，3，4 の統合): 「環境記憶」
として，被支援者の言動の記録と蓄積がさら
に支援のためのコンテンツとなるための必
用条件や可能性を洗い出す． 
 
③センシング機能の強化(2 の発展): ウェア
ラブル筋電計測装置とその信号処理の検討
を進め，被支援者の外部表出情報と生理的な
情報を統合することの有効性をさらに高め

る[参考文献 1]． 
 
④新しい枠組みの提案(1～4 の発展): これ
までの研究から，熟練者が教え・伝える実例
を多く蓄積していく必要があること，また，
メディアによる教示のためには，コミュニケ
ーションチャネル不足を補うためのツール
(生体情報を用いたインタフェース等)の必
要を痛感してきた．そのため，本研究を教え
る場の記録とそれを用いた場の再生に発展
させるための要素技術の洗い出しと設計を
行っていく． 
 
[参考文献 1] 青山他: 画像センシングと筋
電インタフェースによるウェアラブル情報
提供システム,信学技報 PRMU2010 年 5 月(発
表予定), 2010 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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